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上部工断面図
側面図 S=1:100

平面図

坂ノ上橋 耐震補強橋梁一般図

S=1:100

35.860m

プレテンション方式PC単純T桁橋

アスファルト舗装　

1.5%拝み勾配
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設　計　条　件

路    線    名

橋  の  等  級

橋          名

桁          長 8.600m+18.600m+8.600m

町道坂ノ上牧戸２号線

   2等橋

3.00m(3.800m)

案内標識

重力式橋台

壁式（短形柱）

直接基礎

設計水平震度 レベル1地震動Kh=0.17、レベル2地震動kh=0.40
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適　  用

道路橋示方書・同解説Ⅰ～Ⅴ（平成24年3月）示 方 書

道路橋示方書（昭和47年）、耐震設計（昭和47年）
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図　号

位　置

図　名

琴浦町

m単　位 m

坂ノ上橋 耐震補強橋梁一般図

坂ノ上橋橋梁耐震補強工事（１工区）

令和３年度施工

全１６葉中の内１  　

町 道 坂 ノ 上 牧 戸 ２ 号 線
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(RC巻立て工法)

東伯郡琴浦町箆津

琴 浦 町 役 場

路線名

図  示縮　尺

図　号

位　置

図　名

琴浦町

m単　位 m

※ は、補強部分を示す。

コンクリート

鉄　　筋

材料強度・材質
σck = 24N/mm2

SD345

P2橋脚耐震補強構造図 S=1/50

P2橋脚耐震補強構造図

正 面 図

平 面 図

1 - 1

1 1

表面処理
チッピング

既
設

梁
部

既
設
柱
部

巻立て天端(a部)詳細図 S=1/10

シール材

RC巻立て補強

至 鳥取至 米子

A2
橋
台

P1
橋

脚

至 米子 至 鳥取

RC巻立て補強
t=250mm

[注記]

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、設計図との整合等を

  確認し、製作・施工を行うこと。

2.既設コンクリート面は、適切な下地処理を行うこと。

3.アンカー鉄筋の削孔については、RCレーダー等による

  鉄筋探査を行い、既設鉄筋を切断しないよう位置を決定

  すること。
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坂ノ上橋橋梁耐震補強工事（１工区）

令和３年度施工

全１６葉中の内２  　

町 道 坂 ノ 上 牧 戸 ２ 号 線



P 1 D25

P 2 D25
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坂ノ上橋橋梁耐震補強工事（１工区）

令和３年度施工

全１６葉中の内３  　

(RC巻立て工法)

東伯郡琴浦町箆津

琴 浦 町 役 場

路線名

図  示縮　尺

図　号

位　置

図　名

琴浦町

m単　位 m

P2橋脚耐震補強配筋図 S=1/50

P2橋脚耐震補強配筋図

4 - 4

平 面 図(5-5)

正 面 図 側 面 図

1 - 1 2 - 2 3 - 3

位 置 図

S=1/1組立アンカー部詳細図

（参考図）

S=1/5フレア溶接詳細図
巻立て天端(a部)及び
　定着アンカー工詳細図 S=1/10

既
設
梁
部

既
設
柱
部

シール材

P
1
橋
脚

[注記]

1.施工前には必ず現況寸法実測を行い、設計図との整合等を

  確認し、製作・施工を行うこと。

2.既設コンクリート面は、適切な下地処理を行うこと。

3.アンカー鉄筋の削孔については、RCレーダー等による

  鉄筋探査を行い、既設鉄筋を切断しないよう位置を決定

  すること。

4.アンカー定着は、エポキシ樹脂(圧縮降伏強度50N/mm2以上)

  を用いて行うこと。

5.帯鉄筋継手位置は千鳥配置とする。
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削孔
φ18ｘ58

（M12）
M12x20 組立筋　D13

表面処理
チッピング
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RC巻立て補強

主鉄筋 D25
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表面処理
チッピング

削孔径　φ35　L=510
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D：鉄筋径（呼び径）  16mm

S：溶接ビードの幅 　8.0mm

a：のど厚　　　　 　3.2mm

※ 組立筋は主鉄筋を直角フックで囲む。

P
3

28
-
D
25
 
X
 4
4
70

P 5 62-D16 X 5590

(M12ネジ加工)

※　S=1/10
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P 1-1 D25 4000 16 3.98 15.92 255

P 1-2 〃 970 16 〃 3.86 62

P 2-1 〃 3000 14 〃 11.94 167

P 2-2 〃 1970 14 〃 7.84 110

P 3 〃 4470 28 〃 17.79 498

P 4 〃 4970 6 〃 19.78 119

P 5 D16 5590 62 1.56 8.72 541

P 6 D13 340 70 0.995 0.34 24

1776

D25 1211 kg ( 30)

D16 541 kg

D13 24 kg

1776 kg ( 30)

径 長　　さ 本 数 単位質量 一本当り質量記　号 質　　量 摘  要

(M12ネジ加工)

<62>

(16)

(14)

(圧接箇所) <フレア溶接箇所>

注) コンクリート強度σｃｋ=24N/mm2
　  鉄筋の材質は全てSD345

合　計

< 62>

< 62>

鉄　筋　表

町 道 坂 ノ 上 牧 戸 ２ 号 線



東伯郡琴浦町箆津

琴 浦 町 役 場

路線名

図  示縮　尺

図　号

位　置

図　名

琴浦町

m単　位 m

落橋防止装置詳細図（その1）

坂ノ上橋橋梁耐震補強工事（１工区）

令和３年度施工

全１６葉中の内４  　

落 橋 防 止 装 置 詳 細 図　(その1)

平 面 図 Ｓ = 1:30

断 面 図 Ｓ = 1:30 側 面 図 Ｓ = 1:10

P2橋脚側

P1
橋
脚

P2
橋
台

P1橋脚側
（PCT桁部）

注)

　１．工場製作は現地実測の上、製作を行うこと。

　２．削孔の際は鉄筋探査などを行い、既設鉄筋を切断することがない

　　　よう十分配慮すること。

　３．下部工アンカー定着は既設躯体より、15φ（φ：アンカー径）

　　　以上を確保すること。

  ４. 鋼材及びアンカーのネジ部は溶融亜鉛メッキ処理のこと。

　　　鋼材：HDZ55　アンカーネジ部、ナット、ワッシャー：HDZ35

　７. 鋼材接地面に不陸がある場合は、雨水が浸入しないように処理すること。

　８. 落橋防止装置は納入前に完成形にて引張試験等を実施し、

　　　所定の耐震性能を確認すること。

　５. 特記なき材質はSM490Aを示す。

　６. 溶接記号「F･P」は完全溶け込み溶接を示す。

　９. 下部工ブラケットの背面部はチッピング及び注入材・シール材の処理を行うこと。

3
52

町 道 坂 ノ 上 牧 戸 ２ 号 線

3@950=2850

(
3
02
)

870

3
52

1991 350 28 300

1
6
0

3
3
0

870

3
35

199135028300

1
10

3
3
0

1
9
9
1

8
6
0

2
9
47

1
9
9
1

8
6
0

2
9
47

1
9
91

8
6
0

2
9
4
7

1
9
91

8
6
0

2
9
4
7

7
0

7
0

575 575

575 3@950=2850 575

575 3@950=2850 575



Ｓ = 1:10下部工ブラケット詳細図

ブラケット材料 （一基当り）

6-Anc.Bolt D25x445 (SD345)

1-Pl 350x22x350 (SM490A)
2-Pl 350x22x382 (SM490A)
1-Pl 700[760]x28x450 (SM490A)

2-Pl 350x22x50 (SM490A)

6Nuts (M22) 1種,3種

4-Pl 100x22x372 (SM490A)
2-Pl 250x22x350 (SM490A)
2-Pl 154x22x150 (SM490A)
2-Pl  50x22x340 (SM490A)

22-Washers (M22)

※()内はP1橋脚起点側を示す

落 橋 防 止 装 置 詳 細 図　(その2)

（PCT桁部）

注)

　１．工場製作は現地実測の上、製作を行うこと。

　２．削孔の際は鉄筋探査などを行い、既設鉄筋を切断することがない

　　　よう十分配慮すること。

　３．下部工アンカー定着は既設躯体より、15φ（φ：アンカー径）

　　　以上を確保すること。

  ４. 鋼材及びアンカーのネジ部は溶融亜鉛メッキ処理のこと。

　　　鋼材：HDZ55　アンカーネジ部、ナット、ワッシャー：HDZ35

　７. 鋼材接地面に不陸がある場合は、雨水が浸入しないように処理すること。

　８. 落橋防止装置は納入前に完成形にて引張試験等を実施し、

　　　所定の耐震性能を確認すること。

　５. 特記なき材質はSM490Aを示す。

　６. 溶接記号「F･P」は完全溶け込み溶接を示す。

　９. 下部工ブラケットの背面部はチッピング及び注入材・シール材の処理を行うこと。

東伯郡琴浦町箆津

琴 浦 町 役 場

路線名

図  示縮　尺

図　号

位　置

図　名

琴浦町

m単　位 m

落橋防止装置詳細図（その2）

坂ノ上橋橋梁耐震補強工事（１工区）

令和３年度施工

全１６葉中の内５  　
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※()内はP1-G1桁部を示す。

M22

エポキシ樹脂注入
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東伯郡琴浦町箆津

琴 浦 町 役 場

路線名

図  示縮　尺

図　号

位　置

図　名

琴浦町

m単　位 m

落橋防止装置詳細図（その3）

坂ノ上橋橋梁耐震補強工事（１工区）

令和３年度施工

全１６葉中の内６  　

Ｓ = 1:10上部工ブラケット詳細図

P2側ブラケット材料（一基当り）

ブラケット材料 （一基当り）

12-Bolt M20x80 (強度区分8.8) 座金(2枚)付

6-Pl 118x22x65 (SM490A)
2-Pl 100x22x840 (SM490A)
2-Pl 138x22x840 (SM490A)

2-Pl 100x30x800 (SM490A)

8-Bolt M16x40  (強度区分8.8) 座金付

P1側ブラケット材料（一基当り）

2-Pl  154x22x150 (SM490A)

2-Pl  494x22x450 (SM490A)
1-Pl  480x22x502 (SM490A)
1-Pl  580x22x860 (SM490A)

2-Pl  491x22x150 (SM490A)

2-Pl  350x4.5x13 (SM490A)

落 橋 防 止 装 置 詳 細 図　(その3)

7

エポキシ樹脂注入

7

3 3

※（ ）内寸法は、P1側の値を示す。

2-Pl  154x22x150 (SM490A)

2-Pl  473x22x450 (SM490A)
1-Pl  480x22x485 (SM490A)
1-Pl  580x22x860 (SM490A)

2-Pl  476x22x150 (SM490A)

2-Pl  350x4.5x13 (SM490A)

2-Pl  442x22x50 (SM490A) 2-Pl  463x22x50 (SM490A)

FP

（PCT桁部）

（U-ウエッジフレーム　NETIS:KK-180015-A）

注)

　１．工場製作は現地実測の上、製作を行うこと。

　２．削孔の際は鉄筋探査などを行い、既設鉄筋を切断することがない

　　　よう十分配慮すること。

　３．下部工アンカー定着は既設躯体より、15φ（φ：アンカー径）

　　　以上を確保すること。

  ４. 鋼材及びアンカーのネジ部は溶融亜鉛メッキ処理のこと。

　　　鋼材：HDZ55　アンカーネジ部、ナット、ワッシャー：HDZ35

　７. 鋼材接地面に不陸がある場合は、雨水が浸入しないように処理すること。

　８. 落橋防止装置は納入前に完成形にて引張試験等を実施し、

　　　所定の耐震性能を確認すること。

　５. 特記なき材質はSM490Aを示す。

　６. 溶接記号「F･P」は完全溶け込み溶接を示す。

　９. 下部工ブラケットの背面部はチッピング及び注入材・シール材の処理を行うこと。

補強板詳細図

くさび板詳細図

b

aa

R35

a - a

b - b

6-φ22キリ

b

ハツリライン

4-M16

1 - 1

側 面 図

1 1

2

2

2 - 2

4-φ18キリ

桁下面側桁　側

12-φ22キリ

3 - 31 - 1

ガイドブロック用

2x4-φ18キリ

側 面 図

3 3

2

2

C20 C2
0

2 - 2

11

?5
0

R35

89°
42'49"

(90°
17'11")

町 道 坂 ノ 上 牧 戸 ２ 号 線
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ＰＣ鋼より線・ナット9

防錆座金5防錆支圧板4

ガイドブロック8

防錆キャップ(A)6緩衝パッキン1 コイルスプリング3セーフティストッパー2 防錆キャップ(B)7

?50 ?4
7

?4
7?4

8

M36

桁　側下部工側

材　　料　　表

ＰＣ鋼より線・ナット ＳＷＰＲ(TP-30) 組

ＰＥコーティング本SW0SC-Bコイルスプリング3

SS400,ネオプラス,合成ｺﾞﾑセーフティストッパー 個2

Ｎｏ 名    称 寸    法 材    質 単 位 備   考

1

防錆支圧板 SS400,ネオプラス 枚4

防錆座金 SS400,ネオプラス 枚5

ガイドブロック 150x150x150 EPDM 組8

6

個防錆キャップ (B)7

Ｐ1

2

2

4

4

2

2

Ｐ２ 合 計

4

4

8

8

4

8

2

数　量

2

2

4

4

2

4

緩衝パッキン 合成ゴム 枚 84

4

4

合成ゴムまたはTPE

4-M16x220

SS400

4-M16x220

SS400

Ｓ = 1:10取 付 詳 細 図

六角ボルト・ナット
2-座金付

9

個防錆キャップ (A) 2 42合成ゴムまたはTPE

Ｓ = 1:10部　品　図

対応荷重：2242kN

φ265x690

φ200x34

φ156x18

φ200x165

φ83x467

φ162x160

φ200x25

φ36x2760

814596 8 2 4 5 9 7

※（ ）内寸法は、A2側の値を示す。

C10

4-φ18

落 橋 防 止 装 置 詳 細 図　(その4)

桁　側下部工側

2 ＰＥコーティング

（PCT桁部）

注)

　１．工場製作は現地実測の上、製作を行うこと。

　２．削孔の際は鉄筋探査などを行い、既設鉄筋を切断することがない

　　　よう十分配慮すること。

　３．下部工アンカー定着は既設躯体より、15φ（φ：アンカー径）

　　　以上を確保すること。

  ４. 鋼材及びアンカーのネジ部は溶融亜鉛メッキ処理のこと。

　　　鋼材：HDZ55　アンカーネジ部、ナット、ワッシャー：HDZ35

　７. 鋼材接地面に不陸がある場合は、雨水が浸入しないように処理すること。

　８. 落橋防止装置は納入前に完成形にて引張試験等を実施し、

　　　所定の耐震性能を確認すること。

　５. 特記なき材質はSM490Aを示す。

　６. 溶接記号「F･P」は完全溶け込み溶接を示す。

　９. 下部工ブラケットの背面部はチッピング及び注入材・シール材の処理を行うこと。

東伯郡琴浦町箆津

琴 浦 町 役 場

路線名

図  示縮　尺

図　号

位　置

図　名

琴浦町

m単　位 m

落橋防止装置詳細図（その4）

坂ノ上橋橋梁耐震補強工事（１工区）

令和３年度施工

全１６葉中の内７  　

町 道 坂 ノ 上 牧 戸 ２ 号 線
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東伯郡琴浦町箆津

琴 浦 町 役 場

路線名

図  示縮　尺

図　号

位　置

図　名

琴浦町

m単　位 m

 落橋防止装置詳細図（その5）

施工位置図 S=1:100

平　面　図

側　面　図 P2橋脚（A2橋台側）取付図 S=1:20 断　面　図

 落橋防止装置詳細図（その5）
 (RC床版部）

坂ノ上橋橋梁耐震補強工事（１工区）

令和３年度施工

全１６葉中の内８  　

10

1200

※緩衝チェーンはショックレスチェーン部分は下側、

　強力チェーン部分を上側として取り付ける。

（移動可能量）

緩衝チェーン
(2型3リンク)アンカーボルト　D25×460

コア削孔　  　 φ35×385

樹脂注入

P1

P1橋脚 A2橋台

アンカーボルト　D25×460

コア削孔　  　 φ35×385

樹脂注入

桁 長 8600

A1

P1 P2

A2

落橋防止構造　2基

（緩衝チェーン 2型、3リンク）

注)

　１．工場製作は現地実測の上、製作を行うこと。

　２．削孔の際は鉄筋探査などを行い、既設鉄筋を切断することがない

　　　よう十分配慮すること。

　３．上下部工アンカー定着は既設躯体より、15φ（φ：アンカー径）

　　　以上を確保すること。

  ４. 鋼材及びアンカーのネジ部は溶融亜鉛メッキ処理のこと。

　　　鋼材：HDZ55　アンカーネジ部、ナット、ワッシャー：HDZ35

　７. 鋼材接地面に不陸がある場合は、雨水が浸入しないように処理すること。

　８. 落橋防止装置（緩衝チェーン）は納入前に完成形（ゴム被覆）にて引張試験等

　　　を実施し、所定の耐震性能を確認すること。

　５. 特記なき材質はSM490Aを示す。

　６. 溶接記号「F･P」は完全溶け込み溶接を示す。

　９. ブラケットの背面部はチッピング及び注入材・シール材の処理を行うこと。

町 道 坂 ノ 上 牧 戸 ２ 号 線
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東伯郡琴浦町箆津

琴 浦 町 役 場

路線名

図  示縮　尺

図　号

位　置

図　名

琴浦町

m

単　位

m

落橋防止装置詳細（その6）

 落橋防止装置詳細図（その6）

鋼材加工図 S=1:20

上部工ブラケット加工図 S=1:15 S=1:15下部工ブラケット加工図

アンカーボルト詳細図 S=1:15

緩衝チェーン詳細図
（2型3リンク,許容荷重 375kN）

S=1:15

3 - 3

1 - 1 2 - 2

1 - 1

2 - 2 3 - 3

 (RC床版部）

坂ノ上橋橋梁耐震補強工事（１工区）

令和３年度施工

全１６葉中の内９  　

200

75

φ
180

φ
44

R105

12

R4
0

75

φ
18
0

φ
44

R10
5

12

375

1 2

1 2

3 3

7

F.P. F.P.
20
C

2

3

2

3

1

4-φ28孔

1

7

F.P. F.P.
20
C

6-φ28孔

コンクリートアンカー M10

（自重支持用アンカー）

2-φ14孔

ゴム被覆

ネジ加工 M24

１基当り　（1支承線当たり全 2基）

 1 - Base  PL  400 x 22 x 650 

 1 - Top   PL  290 x 22 x 610

 2 - Ring  PL  180 x 12 x 180

 4 - Rib   PL   90 x 22 x 174

 6 - AncB  D25 x 460(SD345)

１基当り　（1支承線当たり 全 2基）

 1 - Base  PL  400 x 22 x 400 

 1 - Top   PL  290 x 22 x 360 

 2 - Ring  PL  180 x 12 x 180 

 4 - Rib   PL   90 x 22 x 174 

 4 - AncB  D25 × 460(SD345)

1-ショックレスチェーン 2型(SCM420H) 

3-強力チェーンφ28(SCM420H)

2-調整シャックルφ34(SCM435)

1-強力シャックルφ34(SCM435)

1本当り　

   1- D25 ×460  (SD345) 

　　  M24 1-N(1種,3種),1-W含む

注)

　１．工場製作は現地実測の上、製作を行うこと。

　２．削孔の際は鉄筋探査などを行い、既設鉄筋を切断することがない

　　　よう十分配慮すること。

　３．上下部工アンカー定着は既設躯体より、15φ（φ：アンカー径）

　　　以上を確保すること。

  ４. 鋼材及びアンカーのネジ部は溶融亜鉛メッキ処理のこと。

　　　鋼材：HDZ55　アンカーネジ部、ナット、ワッシャー：HDZ35

　７. 鋼材接地面に不陸がある場合は、雨水が浸入しないように処理すること。

　８. 落橋防止装置（緩衝チェーン）は納入前に完成形（ゴム被覆）にて引張試験等

　　　を実施し、所定の耐震性能を確認すること。

　５. 特記なき材質はSM490Aを示す。

　６. 溶接記号「F･P」は完全溶け込み溶接を示す。

　９. ブラケットの背面部はチッピング及び注入材・シール材の処理を行うこと。

町 道 坂 ノ 上 牧 戸 ２ 号 線
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本工事

東伯郡琴浦町箆津

琴 浦 町 役 場

路線名

図  示縮　尺

図　号

位　置

図　名

琴浦町

単　位 ｍ

付帯平面図

坂ノ上橋橋梁耐震補強工事（１工区）

令和３年度施工

全１６葉中の内１０　
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1.
0

大型ブロック（控え50cm)

裏込砕石（RC-40)

1号天端コンクリート

1号基礎コンクリート

▽既設歩道面

1:
1.
0 2号天端コンクリート

張ブロック（控え35cm)

裏込砕石（RC-40)

2号基礎コンクリート

(胴込コンクリート18N/mm2)

本工事

構　造　図（その1）P1橋脚側 展開図

P2橋脚側 展開図

1号ブロック張工断面図 S=1:50

2号ブロック張工断面図 S=1:50

V=1:50
H=1:50

V=1:50
H=1:50

東伯郡琴浦町箆津

琴 浦 町 役 場

路線名

図  示縮　尺

図　号

位　置

図　名

m単　位 m

構 造 図（その1）

坂ノ上橋橋梁耐震補強工事（１工区）

令和３年度施工 琴浦町

全１６葉中の内１１　

留意事項

（1）ブロック張工の展開図は、限られた単点情報に基づき、作成したものであるので、施

工に際しては、起工測量にて標高管理を行い施工すること。

（2）1号ブロック張工（大型ブロック積擁壁）の構造としては、ブロック間の結合に、かみ合わ

せ構造や突起等を用い、胴込コンクリートで練積した形式を基本とする。

（3）1号ブロック張工の基礎コンクリートは、RC巻立て付近では既設橋脚のフーチング部と一部

干渉する箇所があるので、基礎コンクリート寸法を調整し、施工を行うこと。

（4）P1橋脚米子側の1号ブロック張工の天端上では、コンクリート擁壁が設置されるが、町道幅

との調整の為、天端コンクリート及び小口止工に食い込みが生ずるので、監督員と協議の上、コ

ンクリート擁壁の建て込み位置を決定すること。

町 道 坂 ノ 上 牧 戸 ２ 号 線

0.25 2.0 2.05 2.23001.7 2.250.3 4.55

1号基礎コンクリートL=4.55m 1号基礎コンクリートL=3.95m

1.9

1号ブロック張工L=4.55m 2号ブロック張工L=4.5m 1号ブロック張工L=3.95m

植生工L=1.7m 1号天端コンクリートL=4.55m 植生工L=2.2m1号天端コンクリートL=3.95m2号天端コンクリートL=4.5m

2号基礎コンクリートL=4.5m
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1号天端コンクリートL=4.05m 2号天端コンクリートL=4.5m 1号天端コンクリートL=4.2m植生工L=1.7m

2号基礎コンクリートL=4.5m
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コンクリート(18N/mm2)
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（
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ブ
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（橋脚柱部）

グレーチング（T-2,200用）

コンクリート(18N/mm2)

基礎砕石(RC-40)

チッピング

コンクリート(18N/mm2)

国道路肩舗装復旧

基礎砕石（RC-40）

As

(上り線側）

チッピング

国道路肩舗装復旧

コンクリート(18N/mm2)

基礎砕石（RC-40）

(下り線側）

As

コンクリート(18N/mm2)

基礎砕石（RC-40）

(A1橋台)

1:1.0

コンクリート(18N/mm2)

コンクリート(18N/mm2)

基礎砕石（RC-40）

1:0.6

ガードレール

(Gr-C-2B)

町道舗装復旧

1:
1.
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(1
･2
号
ブ
ロ
ッ
ク
張
工
）

補強筋

町道側

表層（密粒度Asコン）
基層（再生粗粒度Asコン）
上層路盤（再生歴青安定材）

上層路盤（粒調砕石,M-40）

下層路盤（再生砕石,RC-40）

表層（再生密粒度Asコン）

上層路盤（粒調砕石,M-30）

下層路盤（再生砕石,RC-40）

路盤（再生砕石,C-30）

表層（再生密粒度Asコン）

10m当り材　料　表
数　量単位規　格名　称

コンクリート 18N/mm2
3

m 0.730

目 地 材
2

mｔ=10mm 0.073

10m当り材　料　表
数　量単位規　格名　称

コンクリート 18N/mm2
3

m 0.950
2

m

材　料　表
数　量単位規　格名　称

基 礎 砕 石 RC-40,t=15cm
2

m 8.000

コンクリート

型　　枠

18N/mm2
3

m
2

m

1.475

4.500

10m当り
2

m型　　枠 2.414

目 地 材
2

mｔ=10mm 0.095

型　　枠 2.414

目 地 材
2

mｔ=10mm 0.148

10m当り材　料　表
数　量単位規　格名　称

コンクリート 18N/mm2
3

m 1.521

材　料　表
数　量単位規　格名　称

基 礎 砕 石 RC-40,t=10cm
2

m 5.500

コンクリート

型　　枠

18N/mm2
3

m

2
m

1.050

10.000

10m当り

グレーチング 枚T-2、200用 10

目 地 材
2

mｔ=10mm 0.105

材　料　表
数　量単位規　格名　称

基 礎 砕 石 RC-40,t=10cm
2

m 1.250

コンクリート

型　　枠

18N/mm2
3

m
2

m

0.375

 3.000

10m当り

目 地 材
2

mｔ=10mm 0.038

チッピング
2

m 3.000

材　料　表
数　量単位規　格名　称

基 礎 砕 石 RC-40,t=10cm
2

m 1.250

コンクリート

型　　枠

18N/mm2
3

m
2

m

0.375

 3.000

10m当り

目 地 材
2

mｔ=10mm 0.038

チッピング
2

m 3.000

10m当り材　料　表
数　量単位規　格名　称

コンクリート 18N/mm2
3

m 1.260

目 地 材 ｔ=10mm 0.126
2

m

10m当り材　料　表
数　量単位規　格名　称

コンクリート 18N/mm2
3

m 4.000

型　　枠
2

m  16.000
材　料　表

数　量単位規　格名　称

基 礎 砕 石 RC-40,t=20cm
2

m 16.200

コンクリート

型　　枠

18N/mm2
3

m
2

m

15.470

36.825

10m当り

補 強 筋 箇所SD345 D13 5

【留意事項】

　コンクリート擁壁の建て込み位置は、1･2号ブロック張工

　と調整のもと、決定を行うこと。

【留意事項】

　床掘影響により、A1橋台橋座付近に位置する既設コン

クリートの復旧であり、現地構造寸法等を再確認の上、

施工を行うこと。

【留意事項】

　床掘影響により、A1橋台橋座付近に位置する既設

張コンクリートの復旧であり、現地寸法等を再確認の上

、施工を行うこと。

広角反射シート

力のかかる方向

力のかかる方向

(黄色)

後部補強筋

前部補強筋

SD345 D13

又はモルタル

SD345 D13

アスファルト

前部補強筋

SD345 D13

後部補強筋

SD345 D13

砂

又はモルタル
アスファルト

東伯郡琴浦町箆津

琴 浦 町 役 場

路線名

図  示縮　尺

図　号

位　置

図　名

m単　位 m

構 造 図（その2）

坂ノ上橋橋梁耐震補強工事（１工区）

令和３年度施工 琴浦町

全１６葉中の内１２　

構　造　図（その2）
天端コンクリート S=1:20 基礎コンクリート S=1:20

小型側溝 S=1:10
歩車道境界コンクリート S=1:20

張コンクリート S=1:20 端止コンクリート S=1:20 コンクリート擁壁 S=1:20

補 強 筋 S=1:20

舗装復旧構成

（国道路肩）

（町　道）

（国道歩道）

（2　号） （1　号） （1　号） （2　号）

（1　号） （2　号）

材料表(補強筋）
名　　称　 規　　格 単位 数　　量

円筒型枠 m
2 0.072

鉄筋 kgSD345 D13 2.98

1箇所当り

外径φ180

1500

1500

径記　号
長　さ

1.49

1.49

一本当り質量

1

1

単位質量本　数 質　量
摘　要

鉄筋質量表

1.49

1.49

D13  kg2.98

 kg合計合計

前部

後部

2.98  kg

（ｋｇ）（ｋｇ）（ｋｇ/ｍ）（本）（ｍｍ）

(SD345)

D13 0.995

D13 0.995

2.98
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1:
1.
0

A

A

1:1.0

▽既設歩道面

小型側溝

1号ブロック張工2号ブロック張工

1:
1.
0

地
山
斜
面

埋
戻
斜
面

すべり止め（竹串）

1:
1.
0

植
生
シ
ー
ト

寸　法　表

名　称

1 号

2 号

3 号

H1 H2 L1

(m)

6.20

6.77

6.35

8.77

9.57

8.98

L2

6.45

7.02

6.60

9.12

9.93

9.33

材　料　表
数　量単位規　格名　称

コンクリート 18N/mm2
3

m
2

m型　　枠

コンクリート 18N/mm2
3

m
2

m型　　枠

コンクリート 18N/mm2
3

m
2

m型　　枠

号　数

1　号

2　号

3　号

1.973

15.678

2.106

17.045

1.981

16.035

材　料　表

数　量単位規　格名　称

コンクリート 18N/mm2
3

m
2

m型　　枠

2.947

20.781

1ヶ所当り

東伯郡琴浦町箆津

琴 浦 町 役 場

路線名

図  示縮　尺

図　号

位　置

図　名

琴浦町

m単　位 m

構 造 図（その3）

坂ノ上橋橋梁耐震補強工事（１工区）

令和３年度施工

全１６葉中の内１３　

構　造　図（その3）

小口止工　S=1:50

A-A断面図　S=1:20

縦排水工　S=1:50 植生工　S=1:30

町 道 坂 ノ 上 牧 戸 ２ 号 線
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外
側
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外
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一般国道9号

RC巻立て補強
(t=25cm)

足 場 工
目隠しシート

Co

As

As

タツタガワ 支
891 C左

一 

般 

国 

道 

９ 

号

至 

鳥
取
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米
子

ポール

足 場 工
目隠しシート

P1 P2

F M
M

A2

F

F
M

A1

P1 P2

A2

▽歩道面

RC巻立て補強
(t=25cm)

側面図 S=1:100

平面図 S=1:100

施工計画図（その1）
（P2橋脚側 RC巻立て工法）

断 面 図

【施 工 手 順】

A1

既設情報管路

1:
0.
6

1:
0.
6

1:0.5

（上り線側） （下り線側） （歩　道）

保安灯

バリケード

保安灯

バリケード

（上り線側） （下り線側） （歩道）

NT.2

NT.1

KBM.1
H=17.594
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東伯郡琴浦町箆津

琴 浦 町 役 場

路線名

図  示縮　尺

図　号

位　置

図　名

琴浦町

m単　位 m

施工計画図（その1）

参考図

坂ノ上橋橋梁耐震補強工事（１工区）

令和３年度施工

全１６葉中の内１４　

S=1:50

床　堀 既設橋脚フーチング上面まで床堀をおこ
なう。

下地処理
既設橋脚のコンクリート表面処理をおこ
なう。

コンクリート削孔
鉄筋探査を実施し、探査結果から削孔
位置を決定し、所定径・長さの削孔をお
こなう。

鉄筋組み立て
設計図書に基づき、所定の位置で堅固

に組み立てる。

アンカー定着

・アンカー孔検査後、所定の位置まで挿

入し、定着長を確保する。
・エポキシ樹脂系接着剤にて、アンカー

鉄筋定着をおこなう。

鉄筋溶接
設計図書に基づき、所定の位置で鉄筋
溶接する。なお、試験より、溶接部品質

に問題がないことを確認する。

型枠組み立て
設計図書に基づき、所定の位置で型枠

を組み立てる。

コンクリート打設 ポンプ車によりコンクリートを打設する。

型枠撤去
・コンクリート打設後、型枠解体に必要な

コンクリート強度が得られていることを
確認し、解体をおこなう。

支障物撤去

交通規制開始

跡片付け

既設のり面のプレキャスト法枠及び

影響物の撤去をおこなう。

現況地盤面まで埋戻しおこなう。

のり面復旧として、ブロック張工等の
復旧をおこなう。

埋　戻

のり面部復旧

目隠しシート設置

既設橋脚フーチング上面に足場工を設

置する。また、走行車への対策として、
目隠しシートを設置する。

足場工及び

足場工及び

目隠しシート撤去

既設橋脚フーチング上面の足場工及び

目隠しシートを撤去する。

準備工

保安施設・車線移動を含めた

交通規制（2車線化）をおこなう。

交通規制解除
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【施工手順】

外
側
線

外
側
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一般国道9号

落橋防止構造

足場工（単管）

Co
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891 C左

塩ビ管Φ200
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鳥
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足場工
（吊り足場）

足場工
（単管足場）
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F M
M

A2

F

F
M

足場工（吊り足場）

A1

P1 P2

A2

断 面 図
側面図 S=1:100

平面図

施工計画図（その2）

S=1:100

PCT桁部 RC床版部

留意事項

　・PCT桁側の足場工は吊り足場を予定しているが、交通規制

　　状況及び施工性等から、単管足場についても考慮のこと。

　・部材の横取り・縦取りはチェーンブロック及びギャード

　　トロリー、ウインチ等により行うこと。

（P2橋脚側 落橋防止構造）

既設情報管路

（吊り足場） （単管）
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N
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バリケード
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KBM.1
H=17.594
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東伯郡琴浦町箆津

琴 浦 町 役 場

路線名

図  示縮　尺

図　号

位　置

図　名

琴浦町

m単　位 m

施工計画図（その2）

参考図

坂ノ上橋橋梁耐震補強工事（１工区）

令和３年度施工

全１６葉中の内１５　

S=1:50

コンクリート削孔を行う前に鉄筋位置の確認を
行う。

コンクリート削孔
鉄筋探査結果から削孔位置を決定し、所定径・
長さの削孔を行う。

落橋防止部材を取付ける。

部材とアンカー工を設置する。

接着剤を注入する。

仮設資材を現地に搬入する。

取付け位置の確認及び素地調整を行う。

交通規制開始

準備工

保安施設・車線移動を含めた

交通規制（2車線化）をおこなう。

跡片付け

交通規制解除

仮設材搬入

既設橋脚回りに足場工（吊り・単管）を

アンカー工

注入工
コンクリート面と部材の間にエポキシ樹脂系

設置する。

既設橋脚回りに設置した足場工（吊り・単管）を
撤去する。

足場工設置

芯出し素地調整

鉄筋探査

部材取付け

足場工撤去

部材製作
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町道坂ノ上牧戸２号線

全　 　葉中の内  　

東伯郡琴浦町箆津

令和３年度施工

琴 浦 町 役 場

路線名

図  示縮　尺

図　号

位　置

図　名

琴浦町

m単　位 m

参考：中国地方整備局「平成30年度版 土木工事共通仕様書」(現道工事における保安施設配置図（案））

平　面　図 S=1:500

断　面　図 S=1:100

施工計画図（その3）
（P2橋脚側 通行規制及び保安施設等図）

参考図

施工計画図（その3）
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大型セフティ－コーン

停止線(貼付式）

停止線(貼付式）
注11） ※

10注18）

前方注意区域

工事用車両出入口

※
4

※

注15）作業中においては、工事用車両出入口部のコーンバー・バリケードを省略しても

　　　良い。

注16）停止線は、視認しやすく幅広（30～45cm)のものを使用すること。

注17) 工事施工箇所がトンネル内の場合は、トンネル区間全て（抗口～抗口）を規制

　　　区間として車線規制を実施するとともに、夜間作業と同様の措置を講じること。

注18）⑩⑪の看板設置方法は別添－2の通りとする。

500m程度

200m程度 200m程度

移行区域 緩衝区域 工事区域 終点区域

50m 50m 5m テーパー長 緩衝区間 工事区間 10～20m
L=別表 L=20～40m

6
8

6
8

注18）

4 注18）11 (歩　道）

(歩　道）
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5
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4

照　　明

交通整理員
(交通誘導員)

照　　明

照　明　車

作　業　車

セフティ－コーン
（反 射 式)

矢　印　板

体感マット

クッションドラム

コーンバー又は
バリケード

照　明　灯

補 助 標 識
(始まり･区間内･終り)

工事施工
箇　所

注1） 標識設置の起終点は、交通の状況により適宜考慮する。

注2） 徐行標識（④）については、補助標識により起終点を明示する。

注3)  標識は路面より4ｍ程度の高さとする。

注4） 識車は2ｔ車程度の車両とする。

　　　また、標識車は追突衝撃緩和装置を装着した車両が望ましい。

注5） 交通整理員（交通誘導員）の手旗は赤白とし、大型(50cm角以上）のものを使用する。

　　 （夜間作業においては、視認性のよい誘導灯（赤色）を使用する。）

注6） 交通整理員（交通誘導員）の安全を考慮するとともに、交通整理員(交通誘導員）には

　　　他の作業はさせない。

注7)  夜間は、交通整理員（交通誘導員）を視認しやすいように照明を設置する。

注8)  交通量の少ない路線においては、信号機設置による交通処理も可。

注9)  回転灯は赤色又は黄色とし、高く視認しやすくする。

　　　ただし、赤色を使用する場合は、所轄警察と協議すること。

注10) 回転灯は、夜間作業（夜間規制）のみ。

注11）クッションドラムは、10個程度を1組として配置する。

　　（日々交通解放する場合は、標識車とする。）

注12）体感マット設置は、状況に応じて適宜考慮する。

注13) ※印は夜間作業のみ。

注14) 夜間は、保安灯（スズラン灯、チューブ式を含む。）を設置する。

2車線－固定（終日）－片側交互通行 終日片側交互通行規制箇所が移動しない工事（または、日々交通開放を行わない工事）：防災工事等 別図1

凡　　例
参考：中国地方整備局「平成30年度版 土木工事共通仕様書」

                     (現道工事における保安施設配置図（案））
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行っています

時間帯  9：00～17：00

発注者

ご迷惑をおかけします

橋梁耐震工事

令和○年○月○日まで

○○○○○○○○

施工者

電話 ○-○○○○-○○○○

電話　○○-○○○○-○○○○

○○○○○○○○

⑤④③②①記号

名称 警戒標識(213) 規制標識(329) 工事表示版警戒標識(211)警戒標識(213) 規制標識(311-F)
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行 っ て い ま す 。
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ご迷 惑を お かけ し ま す

橋梁耐震補強工事

令和〇年○月○日まで

琴浦町建設課

施工者
（電話）****－**－****
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行 っ て い ま す 。

時間帯   9：00～17：00

発注者

ご 迷惑 をお かけ します

橋梁耐震補強工事

令和〇年○月○日まで

琴浦町建設課

施工者
（電話）****－**－****

（電話）****－**－****

〇〇 〇 建 設 （株 ）

橋 梁 耐 震 補 強 を
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橋 梁 耐 震 補 強 を

坂ノ上橋橋梁耐震補強工事（１工区）
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